
CAP 活動報告書 

 

① グループ名：CAP（Challenge Acappella Project） 

② 提案名：絆歌～アカペラとみなとみらいがつなぐ人々の輪～ 

③ 助成を受けて行った活動の時期及び内容 

活動時期 

2011年 4月～2011年 11月 

 

活動内容 

≪本番前≫ 

・イベント開催の場所の確保（みなとみらいグランモール公園 円形広場） 

・機材の調達（横浜国立大学アカペラサークル stairwaysより貸借） 

・渉外活動（関東、関西のグループに出演呼びかけ、招集） 

・広報活動（チラシづくり、ポスターづくり、当日用看板づくり、横浜国立大学

内での宣伝、SNSを使った宣伝） 

・当日スタッフ集め（横浜国立大学アカペラサークル stairwaysより） 

 

≪本番当日≫ 

開催日時：2011年 11月 12日（土） 

内容：アカペラコンサート 

タイトル：絆歌～アカペラとみなとみらいが繋ぐ人々の輪～ 

出演グループ： 

AIR FRAG（横浜国立大学アカペラサークル stairways） 

あげぱん（早稲田大学アカペラサークル Choco Crunch） 

しゅうくん（ゲストソロシンガー） 

four＊tune（慶應義塾大学アカペラサークルWALKMEN） 

GALばん。（横浜国立大学アカペラサークル stairways） 

beskey（横浜国立大学アカペラサークル stairways） 

 

当日の様子： 

当日はよく晴れて気温もちょうど良く、お客さんにとっては立ち止まって聴きや

すく、歌う側にとっては歌いやすい環境だったが、比較的「強風」だった。その

ため、スピーカー等の機材が倒れないように重石を置き、事故がないようにスタ

ッフ間でも常に細心の注意を払うようにした。 

強風以外の面で天候に恵まれたことに加え、これまでの宣伝活動やバンド招集の

工夫、立て看板や音響機材の充実を図ってきたので、このライブを目的に来てく

 



れる方々だけでなく当日の集客も十分にできた。当日の集客人数としては、ずっ

と座ってみてくれた方・立ち止まって見てくれた方を総計して、600～700人ほど

のお客さんが聴いてくれた。 

 

④ エリアマネジメントにおける効果 

今回のエリアマネジメントにおける効果としては、「地域の広報」「地域経済の活性化」

「地域への愛着や満足度の高まり」の 3つがある。 

出演者を横浜市内からだけではなく早稲田大学や慶応義塾大学、東京のソロアーティ

ストを呼ぶことで、彼らにも宣伝を行ってもらいより広い範囲で広報活動を行うことが

でき、イベントを告知するだけでなくみなとみらいの存在も知ってもらうことができた。

そして、様々な地域からファンやお客さん、また出演者がこのイベントをきっかけにみ

なとみらいに集まることで、多くの人がみなとみらいの魅力を認識し、また地域経済の

活性化にもわずかながら貢献できたと考える。さらに、イベントに来てくれたお客さん

や出演者から「またここでアカペラを聴きたい」「またここで歌いたい」「私もみなとみ

らいでイベントを企画したいと思う」などの声もいただくことができ、イベントを通し

てみなとみらいに愛着をもっていただけたのではないかと思う。 

私達 CAPの目標であり今回のイベントの目標でもある、「アカペラを通してみなとみ

らいの活性化に貢献すること」は、お客さんや出演者などの「人」を通して実感するこ

とができたため、形のないものを提供しているが今後も人への働きかけを中心に活動を

行おうと考える。 

 

⑤ 今後の活動展望（課題や活動の広げ方、継続性 等） 

効率的な運営と内容の工夫を考え続け、今回よりも高い価値を生みだせるようなイベン

トづくりを追求し続ける。 

今回の課題として、「看板が小さく見づらかった」「一般道確保がうまくいかなかった」

という点がある。次回開催する際は、もう少し大きめの看板を今回より多めに用意し、

イベントの内容が通りすがりのお客さんにもわかりやすいように工夫をしようと思う。

また一般道の確保について、今回はスタッフが働きかけるだけだったが、次回は色つき

のビニールテープ等を用いて自然と気づいてもらえるような仕切りの工夫をすること

で、運営の効率化も図ろうと考える。 

そして、今回は関東圏内のグループのみでイベントを盛り上げたが、次回は関西など幅

広い地域から出演者を呼び、「より多くの人でみなとみらいを盛り上げる」ことを目指

そうと考える。そのためには組織が続かなければならないので、現在同期のみなので後

輩や他大学サークルの人にも協力を呼び掛けてみようと考えている。 

みなとみらいとアカペラで、地域とその地域を訪れる人々にプラスの影響を与えること

を目標に、今後も活動を続けていきたいと考えている。 




